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 近年の超音波技術の進展に伴い、医療における超音波の利用が診断のみならず治療にも応用されつつある。実際に
現在では、超音波による腎結石破砕ばかりでなく、強力集束超音波治療 (HIFU) による超音波熱エネルギーを利用し
た前立腺がんや子宮筋腫の治療も行われている。これに加え超音波エネルギーの非温熱効果を利用した薬物・遺伝子
のデリバリーに関する研究が進められている。このとき、超音波造影剤であるマイクロバブルを併用することで薬物・遺伝
子のデリバリー効率が格段に向上することが知られている。マイクロバブルへの超音波照射はバブル崩壊（キャビテーシ
ョン）を誘導し、同時に生じたジェット流が細胞に一過性の小孔を開け細胞外の物質を細胞内に導入する。このキャビテ
ーションを利用した薬物・遺伝子デリバリーは、生体への影響のない強度の超音波照射で可能である。さらにこのデリバ
リーシステムは、体外からの超音波照射により目的組織にのみ低侵襲的な薬物・遺伝子デリバリーを可能とする新たなド
ラッグデリバリーシステム (DDS) として期待されている。この DDS を実現していくためには、バブル素材の最適化が必
要となる。これまでに我々は、薬物・遺伝子キャリアーとしての可能性・安全性・汎用性などの観点から新たなバブル素材
としてリポソームに着目し、超音波造影ガスを封入した新規リポソーム（バブルリポソーム）の調製に成功した。このバブル
リポソームは、超音波造影剤としてのみならず、治療用超音波照射と組合わせた低侵襲的な薬物・遺伝子デリバリーを
可能とする新たなツールとして期待される。そこで本シンポジウムでは、リポソーム技術と超音波技術の融合による新たな 
DDS の構築をテーマにバブルリポソームの DDS への応用について紹介する。 
 


